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現落日・米・欧・加の協力の下に開発力玄進められでいう宇齢テ憎シ．ヨγで「

は誠岬あ宇宙飛行士を鋤名国の宇即行士の滞在が計画ぎれていム・宇、

餓行‡嘩噸びそのための盤の整備壱こは長鯛を揺するの鴛縮好」一、

ション計画の進展に応じて適時に養成計画及び基盤の整備を進めていくこどが必

要とざれている。

　このような状況の下・・宇宙ステ「ション部会では♪　「日本人宇宙飛行士の養成∫

に関する緯Pいて」「〈平成3年2丹27日“宇濫発委員無定）1に奉づき・∫

日本人宇宙飛行士養成の基本的考え方について調査審議を行っでぎたが、この嵐∵

その結果をどりまとめたので報告する。
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（2）諸外国と我が国における養成の現状1

①宇宙飛行士の養成は、　（イ）募集・選抜（ロ）訓練（ハ）認牢（二）健康管理

の各プロセスを通じて行われる。

　現在のところ有人宇宙輸送手段を有しでいるの1よ米国とソ連の2国のみであ

り．、米国における宇宙飛行士の養成の方法が多くの国で基準とされている。

　現在米国で実施されているスペースシ尋ノレに搭乗する宇宙飛行士の養成方

法は搭乗科学技術者（ペイロード・スペシャリスト）を除き次のとおりに実施さ

れておりザ宇宙ステーション搭乗員の訓練認定、健康管理についてもこれらの

一方法に準じて行うことが計画されている。

（イ）募集・選抜

　　　米国籍を有する者を対象に公募し、書類審査、

　　家長を経て宇宙飛行士候補者が選抜される。

Cロ）訓練

　　　訓練指導員（、トレーナニ）の下で、

医学町心理学検査ギ三

次の4種類の訓練が実施される。

　　訓，（ベーシック訓練）

　掌：雷三四士になるための基礎的な知識　体力等を得るために行う訓緯。

期間は約1年間6
　　　　　サゆ　つ
システム’　翻　　（アドバンズト訓練）

　宇宙輸送システム、宇宙実験システム等の運用方法を修得するために

行う訓繍期間は砲λ集問・

　、翻、　（リフレッシャー訓練）⊂

システ蠣用訓練終了後飛行割当を劉ゴるまでの胤習得した知識

技能等を繍向上するたぬに行凋i繍必要に励て1恐恐行の関連

業務を支援する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

ミッション’　翻　（ペイロード訓練）

飛行割当後屠々が実施するミッションを飛行中ρ作業形態搬凝し

て行う訓練。期間は約ユr）2・年間。r　　　　　　。　　、　　　，　ご

　　（ハ）認定

’　　宇宙飛行士候補都畢撒基礎訓練の課程を通じて・酒槽査や
　ゴ、　面接のみでは判じ難い性格等の適性について審査を受け」適切と認めら
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　　れた者が宇宙飛行士に認定される。

（二）健康管理

　　　飛行前、飛行中、飛行後の各期間において、以下の健康管理が適宜実

　　施される。また・宇宙空間に特有な環境下における医学　心理学、及び、

　　それに関係するライフサイエンズ等について研究するいわゆる宇宙医学

　　の活動や宇宙航空専門医（フライト・サージャン）の養成が、宇宙飛行
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　士の健康管理を支援するために積極的に進められている。

　　　　　①定期健康診断

　　　　　②医学検査、心理検査等の実施

　　　　　③体力トレーニングによる体力の維持、増強

　　　　　④健康相談・健康教育

　　　　　⑤重力環境適応のためのリハビリテーション（飛行後）

②このような方法により米国は、　1959年以降約200人の宇宙飛行士を養成

している。欧州宇宙機関（ESA）は、1978年以降4人（ESA加盟国が独
自に養成している者は除く）の宇宙飛行士を、また、カナダは19B3年以降6

人の宇宙飛行士をそれぞれ養成している。また、1宇宙ステーショ，ンの運用等に騰

えて、現在、米、欧、　カナダにおいて新たに宇宙飛行士の増員が計画されている。

　一方・我が国は・スペースシャ’トルで行う第一一次材料等差計画（FMP∫r）の∵

ために1985年11月に3名の宇宙飛行士を守宙開発事業団が採用レ　以後・

NASAとの協力のもとに訓練及び健康管理を行っているところである。　’、
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（3）宇宙飛行士の職務の特徴

①宇宙ステζションに搭乗する宇宙飛行士の主要職務は当面次のとおりと想定さ回

れている。　　　一

（イ）

（ロ）

（ハ）

（二）

（ホ）

（へ）

実験・観測等ペイロードの操作、維持、改修

宇宙ステーション本体のシ’ Xテムの操作㍉　維持ぐ改修

ランデブー　近接操イ焦　マニピュレータ操作及び船外活動’

地上からの宇宙ステーション支援
訓ノ

健康管理と帰還後のリハビリテーション

さらに、宇宙飛行士は」上記の主要職務に支障をきたさない場合、

（イ）’

（ロ）

い）

材料姿図ライフサイエンス、地球・天体観測等の宇宙ステーション利用

活動に研究者として参画し＿これを支援するζと
宇宙飛行士としてめ経験を活かして有人宇宙技術開発頃献ずるこピ

公衆への知識の普及や宇宙開発への理解の酒豪に貢献すること’

淫声らのアイデアを活かした主体的活動を行うことも期待されている。

②上記の宇宙飛行士の麟ぽ地上での織の照照篤き裸なるものであり・

次の特徴を有している。

（イ）　専門性

　　宇宙ステ＿ションにおいてば年間数百件にも及ぶ数のテーマについて各

童の実験（材料科学ライフサイエンス等）や天体翻・地球翻等を行う

計画となっている。これらの実験平戸等のミッションぽ概して・科学技

術面で専門的であり、先進性を合おせもつものも多レ㌔宇宙飛行士ばこれ

らの実験・翻等の灘を行うに当解しばしば棚の事態への礁かつ
　迅速な対応を求められるのでそめミッションを十分に理解することが必要で

ある．また実験灘に当たってレばしば高し・習熟度が要求される・、

（ロ）　国際性

　　宇宙飛行士↓よ他国の宇宙飛行士はもちろん様々な国籍の人達と共同で仕

一4一

～　　　＼

事をし、又、英語で会話をすることを常とする。

　　　　（ハ）　身体への過酷な条件

　　　　　　宇宙ステーションは10－5～10學6gという地上とは大きく異なる重力環

　　　　　境にあり、　体液分布、　平衡感覚、　臓器機能等の身体条件が異常化しやすい。

　　　　　例えばF宇宙酔い等が発生する。また、宇宙放射線につい’ては地上より高レヤ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　ベルであり、船外活動等潜在的に危険を伴う作業も少なくない。このような’

　　　　’状窓下で宇宙飛行士は極めて多忙なスケジュールを毎日こなさなければなら

　　　　　ない。　一　　　　　　　　　　　　　　一

　　　　（二）　精神への過酷な条件等

　　　　　　宇宙飛行士は異文化の背景を持つ各国の宇宙飛行士とともに宇宙ステー．ジ．

㈱　ヨンという狭い閉鎖蹴の中で長期間にわたり共同生活を行う5緬その

　　　　　生活は地上から常にモニターされる。このような高いストレス環境下で宇宙

　　　　　飛行士は信頼性の高い仕事を行わなければならない。また、宇宙での貴重な

　　　　　経験を持づ宇宙飛行士は、　日本国民及び世界の入々に注自される立場に立ち、

　　　　　しばしば宇宙分野での先導役を担う。
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2．基本方針

（1）主体性の確保

①宇宙ステ＿ション計画は宇宙基地協力協定により・日米欧加の各国の真の協㌔

力関係（パ＿トナーシップ）を基礎として篤志するものとされている・・この躰

原則にのっとり、宇宙ステーシ口留乗員の養成淫して伺協欝により鴎間

での役割分担が決あられており・我が国とし、て日本人三図飛行士の募集’選抜・

基礎訓練及び健康管理を実施するのはもちろんのこζ・日米欧卯の宇宙飛行士を

対象とする躰実験モジュールシステムの運用訓練などを自らの難で冠する

ことが必要である。

一②今後我が国は宇宙ステーション計画への参加等樋Pて有人宇宙活動に必要

　な基鰍術の修得・開発に努醐有人宇宙開発分野で国際貢献をして鴛ぐことが

　必要となっているところであり、叢論行士の鰍1こ当たっても・協定等に定め一

　られる基本原則及び国醐での役割分担を踏まえて哉が甲として国際協力の下

　で主体的にこれを実施していく必要がある。

③また長期的な方向としての我が国独自の有人宇宙活動の展開のための基盤を

形成するためにも、当面宇宙ステーション計画への参加に伴う野人宇宙飛行

士の養成等を通じて得られた知見等を活用し・・宇宙環境が人体に与える二期的な

影響口腔動撚鎖鎌持技術の研鷲を行うことが必要である・

一6一
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（2）段階的な養成計画

①宇宙ステーション搭乗員の規模等については、日米塁塞の間で

（イ）　常駐開始（2000年（平成12年）頃）当初は、　4．人体制（将来は8人

一常駐化）とし、滞在期間を1人1回につき約90日問とすること　　　　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆

（ロ）　常駐開始までの間は、スペースシャトルで宇宙ステーションの有人支援を

　すること

を前提として現在計画が進められている。

②我が国としては、日本実験モジュール（JEM）の第1回分の打上げ及び検証

（平成10年度予定）の後に、　宇宙ステーション搭乗員の12．　8％（平均）の

数の宇宙飛行士を派遣できるとされている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

③このようなことから、日本人宇宙飛行士の養成に当たっては、宇宙ステーシヨ・

ン計画の進塁状況に合わせ段階的、に進φるととが必要である。養成人数について

は、、今後の計画の進捗状況を踏まえて、地上からの支援の必要性、’帰還後のウハ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なビリテーシヨンの必要性・宇宙滞在期間・万二の場合の病気の可能性等を考慮し

て必要数を確保することが適当である。
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（3）体制整備

①日本人宇宙飛行士の養成については、日本実験モジュー’ル（JEM）の開発及

び運用を行う宇宙開発事業団において、募集・選抜から訓練・健康管腔に至るま

で証凝望1裟樋当である・’恐恐団においてば第1次材料実験計画（
FMPT）あために3名の宇宙飛行士を選抜し、　NASAとの協力の下に訓練及

び健康管理を実施しているところであり、これまでに蓄積された知見及び技術を

活用して効率的に宇宙飛行士の養成を行うことが望まれる。また、宇宙飛行士を

支援する宇宙航空専門医（フライ、ト・サージャン）や訓練等の指導員（トレーナ

ー）の養成にも引き続き配慮する必要がある。

②無重力、高真空放射線打上げ時における高重力状態等宇宙空問に特有な

環境下における医学、心理学、及び、それに関係するライフサイエンス等につい

て研究する宇宙医学は、宇宙飛行士の健康管理と安全性の確保のために不可欠で

ある。我が国における宇宙医学研究は現奮　緒についたばかりであり、研究者が

今後　共同研究、情報の収集及び交換等を通じて、活発な研究の展開を図ってい・

くことが重要である．，そのた砥大学国立試験研究機関等における研究を引き

続き推進するとともに宇宙開発事業団においてはこ序宙飛行士の健康管理と家

全性確保の騨から・騨抑収集や共三二二等を行いう融う燗漏れた体缶班
　ヘ　　　りひアごケ　ボ　へらり　　

し

を整備することが必要と考えられる乙　　　　　　’

③宇宙医学の研究データ、宇宙飛行士の健康管理データ等については、我が国に

おける有人宇宙技術の向上　宇宙医学研究の推進等に資することが可能となるよ

うにデータベース化を図る必要がある。

　宇宙飛行士の養成及び宇宙ステーションへの搭乗において得られる医学データ

は、’訓練、健康管理技術等の向上、関連研究の実施に用いられるが、デ「タの性

質上　その管理に当たっては責任体制を明確にし、プライバシー保護を図る必要

がある。　　　　　　　　

一8一

｝

晒

（4）国際協力の推進

①我が国は、　これまで宇宙飛行士養成の経験が少ないため、広範な国際協力が必

要である。特にスペースシャトルの飛行機会の確保、宇宙飛行士の合同訓導飛

行士の健康管理等に関して、積極的にNASAと協力を進めるとともに、宇宙飛

行士の選抜基準及び日米で行う共同認定の手順　体制等について、　NASAと適

切に国際調整を行うことが必要である。

②また、宇宙ステーション計画に参加する欧州及びカナダとの間でも、宇宙飛行

一士の訓練・健康管理等について積極的に情報交換等を行うことが必要である。さ

らに、可能であれば　ソ連との間でも、宇宙飛行士の健康管理に関して情報交換

等を行っていくことが望ましい。

r

・一 X一

、

目
■
窪
む
擁
護

　
　
　
　
　
　
　
　
縫
…
－

、

＼

、

、
、
濠

　
リ
ト

蒙
㌔頚や



∵
L
　
い
枢

　
　
■
μ
、

　
　
　
　
　
　
　
、
急

　
　
　
　
　
　
　
　
　
程
据

　
　
　
　
　
　
　
　
　
噌
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
識
、
副

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∴
炉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準
㎡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
痴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
填

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
廼
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
臆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
韻
潟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皇
唱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叢
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
韻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
摂
l
l
l
・

蜘・

ミ
　
1

∴∵

靴

3．選抜のあり方

①・．（3）に記載した宇宙飛行士の職務の特徴を踏まえ・宇宙飛行士ζして求めら

れる資質・適性は、次の4項目に集約される。　・

（イ）　専門知識

　　　宇宙飛行士は、宇宙空間で実施される多分野の専門的な実験や観一等のミ

　　ッションを適切に遂行するため、科学技術の知識と自らの経駿によりその実

　　験や観測等の内容を十分理解する能力を有していなければならない。

（ロ）　語学カ　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　宇宙飛行士は、宇宙ステーションの搭乗員としての活動に必要な嬬力を

　有していなければならない。

（ハ）　身体的適性

　　宇宙飛行士は、身体のコンディションの異常を起こしやすい過酷な宇宙の

　環境の中で長期間に渡り多忙な職務を続け得る健康な身体を有していなけれ

　ばならない。

、

ー

ヒ
一際

　　（二）　性格等の個人的適性’

　　　　宇宙飛行士｝よ閉鎖環境等のストレスに精神的に耐え・異文化の背景を持

・　　つ他国の宇宙飛行士と協調して職務を遂行できる適性を有していなければな

　　　ら躯鮪宇宙飛行士としてふさわしい一般鞭や常識等を備えていな⑱

　　　ければならない。
　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆

②これらの要求を満たしうる資儲の数1志・限定されるので・躰人宇宙飛行士

の選抜に当たっては、月本国籍を∫有す！る者の中力｝・う捧く三一公薯に・ダり俸罪な木

　　　　　　　　　　　なみ　にツ

材雛偲罷とが鞘マ鵜

・③日本人宇宙飛行士の選抜に当たって姦よ（イ博門購（・）語学力（ハ）身体的適性

’ω性格等の個人的適性に関して審査を行うことが必要である魁宇宙飛行士1ま

緊張状態でも冷静に三冠遂行できる・協調性・忍耐力があるなど賦質を有す

ることが不可欠であり、困難な課題ではある力乳個人的適性に関し・特に心踊
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　壌

での審査にも＋総総することが必要であ乱また宇宙飛行士の働軸ズ　：｛1

テーシヲンの安全性にも係る重要なものであることに鑑み、選抜後も訓練の過程　　　　：1

を通じで必要に応じて更に宇醗行への灘を翻することが瀦である．　　／
さらに宇宙ステニションの運用が長期こ渡ることより謡言嚇購礁ド　li｝

脚継考慮するζと力鞘で鵜’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆　　　　　　　　　　1；、
④最後に・NASAとの協力の観点から・躰人宇宙飛行士‘よスペースシャト　　1　
ルの窪田として飛行する場合に1よNASAスペースセヤトル搭乗員選抜・認　：il

定基準・（別紙）を・また・宇宙ステーション搭乗員として飛行する場合には・今　　　　・ll

せて考慮することが必要である・　　　　　　　　　，　　寸：｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・1

⑤宇宙開発事細鍔上を臨ま写実照照灘擁し℃　1
躰人宇宙飛行士撃�ﾀ韓ゑ幽∫適当で臨　　　　　／
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NASAスペーズシャトル搭乗員（ミッションスペシャリスト）

　　　　　　　　　　選抜’・認定基準概要

別紙

1．学歴

　　自然科学系の学士号を持っていること

2．、経歴

　　3年間以上め実務経験があること，
　　，へ（修士号敵照照は1年、博士号取得者は3年の実務経験ありとみなす）

3も：医学「、　，　「　　　㌦『　　　一　　　　’

　　以下の事項を含む、NASAクラスH医学基準（約30qにわたる疾患等医

　　学上の不徳格項目が記載されている）に合格するこど

　　，ゼ視力：冷腹でb．　2以上、＼各眼と、も・1．　0へ矯正可態なこと

　　・血圧：収縮期血圧が140mmHg以上および／ま・たは拡弾期皿圧が90m商9以上

　　　の場合は不可

4．身長

　　148．6cm　未満は不可

　　193．Ocm．以上は不可
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